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１　所管予算案総括表 観光戦略部

（１）一般会計予算額 ［単位：千円］
平成２９年度

予算額
平成２８年度

予算額
増減額

606,050 491,019 115,031

382,244 499,481 ▲ 117,237

86,218 68,759 17,459

102,769 0 102,769

（２）特別会計予算額 ［単位：千円］
平成２９年度

予算額
平成２８年度

予算額
増減額

0

0

（３） 所管の重点施策 ［単位：千円］

事業名 予算額

予算説明書の事業名 所管課

観光情報推進事業 38,731

観光情報推進に要する経費 観光課

外国人観光客満足度アップ事
業

13,990

インバウンドに要する経費 観光課

別府ＯＮＳＥＮアカデミア開
催事業

15,000

誘客宣伝に要する経費 観光課

観光情報力（観光ホームペー
ジ）強化事業

9,720

観光情報発信力強化に要する
経費

観光課

元気なべっぷ発信（ありがと
う）事業

21,000

元気なべっぷ発信（ありがと
う事業）に要する経費

観光課

新エネルギー導入推進事業 2,558

新エネルギー導入に要する経
費

温泉課

国際交流推進事業 6,002

国際交流に要する経費 文化国際課

温泉の独創性・可能性を別府から世界に向けて発信
し、温泉文化をさらに発展させるため、別府ＯＮＳ
ＥＮアカデミアを開催します。

誘客促進を図るため、観光ホームーページ充実・強
化します。

震災時に本市に寄せられた支援に対し、感謝の意を
伝える動画作成や別府の温泉の宅配などのありがと
う事業を実施します。

市有鉄輪泉源の余剰熱源を活用し、おんせん電源ス
テーションを整備します。

姉妹都市バース市と別府市の青少年スポーツ交流事
業など青少年のグローバル化と国際交流を推進しま
す。

課名

観光課

温泉課

文化国際課

ＤＭＯ推進室

事業概要

外国人観光客向けの周遊券発行や外国人がストレスなく立ち
寄れる飲食店マップ・温泉施設マップ作成など満足度アップ
事業を新たに実施するとともに、海外の国際観光展への参
加、現地旅行エージェントへのセールス活動、海外メディア
へのＰＲなどインバウンド誘致を推進します。

別府駅観光案内所や鉄輪地区観光案内所の運営に対
する助成を行い、観光情報を積極的に発信するとと
もに、外国人観光客の受入環境の整備・強化に取り
組みます。
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事業名 予算額

予算説明書の事業名 所管課

外国人地域活動等助成事業 2,645

外国人留学生に要する経費 文化国際課

多文化共生事業 11,580

多文化共生に要する経費 文化国際課

外国人受入体制整備事業 601

外国人受入体制整備に要する
経費

文化国際課

おおいたＡＳＥＡＮ交流促進
事業

2,878

おおいたＡＳＥＡＮ交流促進
に要する経費

文化国際課

別府現代芸術フェスティバル
開催支援事業

20,000

文化振興に要する経費 文化国際課

国民文化祭別府市実行委員会
設立・運営事業

1,000

文化振興に要する経費 文化国際課

国際スポーツ大会事前キャン
プ等の誘致事業

13,232

国際スポーツ大会事前キャン
プ等の誘致に要する経費

文化国際課

４『Ｂ』i地域産業イノベー
ション推進事業

30,000

４『Ｂ』i地域産業イノベー
ション推進に要する経費

ＤＭＯ準備室

Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫ推進事
業

33,000

Ｂ－ｂｉｚＬＩＮＫに要する
経費

ＤＭＯ準備室

ＩＣＴ等を活用した観光産業
生産性向上事業

39,000

ＩＣＴ等を活用した観光産業
生産性向上に要する経費

ＤＭＯ準備室

文化的背景を異にする人々の共生社会の構築を推進
するため、多文化共生事業を別府インターナショナ
ルプラザに運営委託することで、市民を巻き込ん
だ、よりきめ細やかな事業を展開します。

外国人住民のために、外国人専用相談窓口を市役所
内に設置します。

ＡＳＥＡＮとの交流機運の醸成に向けたシンポジウ
ムの開催や国際交流団体などと連携したホームビ
ジットの実施などＡＳＥＡＮとの交流推進事業を実
施します。

芸術があふれるまちづくりを目指し、別府市現代芸
術フェスティバルの開催を支援します。

訪日外国人旅行者の受入環境整備や観光産業の生産
性向上を図るため、地方創生推進交付金を活用して
観光のＩＣＴ化を推進します。

第３３回国民文化祭・おおいた２０１８、第１８回
全国障害者芸術・文化祭において別府市の主催事業
の企画、準備及び実施するため実行委員会を設置し
ます。

「稼ぐ力」を新たに生み出し強化するため、日本を
代表するセレクトショップである株式会社ビームス
と連携し、新たな「ひと・もの・しごと」づくりを
支援します。

産業連携・協働プラットフォームを設立し、企業・
大学・行政・地域が連携・協働し、別府一丸となっ
て各種産業の起業支援や人材育成など”Ｂｅｐｐ
ｕ”の活性化に取り組みます。

ラグビーワールドカップやオリンピック・パラリン
ピックの事前キャンプ地の実現に向け、誘致活動を
行います。

市民と留学生の交流機会を創出し、本市の国際化を
促進するため、地域活動に積極的な留学生の活動を
支援します。

事業概要

2



 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 01 0433 観光総務に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 0436 観光情報推進に要する経費

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,067 30,597 4,067

事業名称 所管課

観光課

【事業の目的】
　別府市の観光情報をマスメディアなどの各種媒体を活用し、積極的に国内外に情報発信する
　ことにより、観光客の誘客を図るとともに、観光案内所や観光パンフレット、観光案内板の
　整備など受入態勢の充実を図ります。

【事業内容】
①観光パンフレット作成　   4,309千円
観光宣伝時や各観光案内所等で使用する観光パンフレットを印刷します。

②広告宣伝事業　           9,698千円
別府市のＰＲやイメージアップのための広告等について、様々な媒体を活用して展開しま
す。

③観光案内所等運営事業    19,499千円
ＪＲ別府駅構内・地獄蒸し工房鉄輪内の市内２ヵ所の観光案内所の運営委託や補助事業を
実施し、観光客のおもてなしや案内態勢を充実します。

【実績等】
　平成25年度  決算額　29,353,693円
　平成26年度  決算額　36,840,467円
　平成27年度  決算額　35,997,683円

【事業の目的】
  各事業を執行する上での総務的な経費を計上し、観光担当課としての運営の基盤を確保しま
  す。

【事業概要】
  観光課の事業全般を運営する上で、必要な消耗品の購入及び観光担当課として出席すべき総
　務的な会議へ出席します。

【実績等】
　平成25年度  決算額   392,276円
　平成26年度　決算額　 381,884円
　平成27年度　決算額　 362,790円

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

509 509

38,731
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 0437 観光客誘致・受入に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 0977 ＯＮＳＥＮツーリズム推進に要する経費

【事業の目的】
　本市は、豊富な温泉、美しく特色ある自然や景観、国際色豊な大学、充実した医療・福祉、
　発信力のある文化・芸術等のイベント、そして、多様な人材など、魅力ある資源を豊富に有
　しており、それらの資源が国際観光温泉文化都市という特性をいかし、本市が育んできた多
　様性と受容性の礎となっています。今あるそれらの資源を徹底的に磨くことで、更なるひと
　の流れを促進します。

【事業内容等】
・ONSENツーリズム大使任命事業　　      169千円
別府の観光宣伝に貢献していただける方を「ONSENツーリズム大使」として任命します。

・別府市観光統計調査事業　　         7,324千円
別府観光の現状を把握し、今後の企画運営に役立てるため、宿泊客を対象に調査等を実施し
ます。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

7,493 103 7,390

【事業の目的】
　全国各地への観光宣伝、各種イベントの開催等を官民一体となって積極的に取り組むことに
　より、観光客を誘致することを目的とします。

【事業概要・実施方法等】
・別府八湯温泉まつり事業                     22,971千円
扇山火まつり、八十八湯の温泉無料開放、湯けむり総パレード、神輿の祭典、丼フェスべっ
ぷ駅市場、仁輪加隊巡行、べっぷフロマラソンなど、別府市民総参加のまつりを目標に掲げ
開催します。

・食の大宴会を中心とした秋のイベント事業     11,800千円
BEPPUダンスフェスタ・食の大宴会・千灯明を同時開催することにより、別府の秋を感じさ
せる、春・夏・冬に匹敵する秋の行事を開催します。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

171,586 171,586
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 1157 インバウンドに要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 1221 誘客宣伝に要する経費

【事業の目的】
　各種広告媒体へ情報発信するためのPVやパンフレット、新旅行商品の造成を行い、誘客を促
  します。

【事業概要】
  観光PR広告事業                 4,200千円
  WEBや観光雑誌等各種媒体を活用し、別府の旬の情報を発信します。
  別府ONSENアカデミア事業       15,000千円
  新たなる温泉の秘めている独創性・可能性を別府から世界に向けて発信するため、世界温泉
サミットのプレイベントとして別府ONSENアカデミアを開催します。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

19,200 15,394 3,806

【事業の目的】
　世界一の温泉観光都市を目指し、世界各国に向け別府の観光情報を発信することにより、外
　国人観光客の更なる増加を図ります。

【事業概要】
・海外プロモーション等事業    　　6,245千円
APUや在外サポーター等との繋がりを密にして海外の状況調査等を行い、ニーズにあった商
品開発やより効果的な情報発信等の誘客プロモーションを図ります。また、誘客後APU校友
会や市内在住留学生の協力により受入の態勢づくりを行います。
・外国人観光客満足度アップ事業　　5,154千円
2019年ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピック・パラリンピックを見据え、外
国人観光客が快適に観光できる環境づくりに取り組みます。

【実績等】
　外国人観光客
  平成25年度   入込数：251,302人  宿泊数：212,747人
  平成26年度   入込数：336,332人  宿泊数：275,013人
　平成27年度   入込数：437,764人  宿泊数：344,839人

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,990 13,990
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 1290 観光情報発信力強化に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 1291

【事業の目的】
　平成28年熊本地震の発生による風評被害等で多大な影響を受けた別府観光に対し、九州ふっ
　こう割で本市に宿泊をしていただいた方をはじめ御支援をいただいた方に感謝の意を伝える
　事業です。

【事業概要】
　「ありがとう」の気持ちを表すため「別府の温泉」をお届けするほか、動画の制作等を行い
　ます。

所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

事業名称

21,000

元気なべっぷ発信（ありがとう事業）に要する経費

21,000

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
　観光ホームページを一歩踏み込んだ誘客力のあるサイトにするため、コンテンツの充実と情
　報発信力の強化を図ります。

【事業概要】
  観光情報発信力強化事業 9,720千円
ホームページのコンテンツの質の向上、企業とのタイアップ企画等を実施します。

9,720 9,720
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 03 0655 湯けむり健康マラソン大会に要する経費

款 項 目 事業

08 01 03 0896 スポーツイベント誘致に要する経費

13,355

【事業の目的】
　別府市内のスポーツ施設を活用したスポーツ観光を推進することにより、別府市の観光浮揚
　を図るとともに、別府市並びに市民スポーツの活性化を図ります。

【事業概要】
・別府市の充実したスポーツ施設と宿泊施設、温泉施設を活かして、別府市内に宿泊を伴うプ
ロや実業団、学生等の各種スポーツ大会やキャンプ等を誘致するため、東京・大阪など全国
各地に誘致活動を積極的に展開します。また、所定の用件を満たした大会・キャンプ等の主
催スポーツ団体には、スポーツ大会等開催補助金を交付します。

【実績等】
  平成25年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 9,800,000円（対象者数：22,021人）
  平成26年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　13,500,000円（対象者数：32,106人）
　平成27年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 9,975,000円（対象者数：22,909人）

13,355

所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

事業名称

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
マラソン・ウォークを通じて、県内外の多くの方々に奥別府の素晴らしさを紹介することで
別府市の観光浮揚を図るとともに、別府市民並びに観光客の健康づくりの場を提供すること
を目的とします。

【事業概要】
・別府湯けむり健康マラソン・ウォーク大会は、昭和６３年から毎年行われており、県内外か
ら多くの参加者を迎えています。その別府湯けむり健康マラソン・ウォーク大会実行委員会
に対する大会運営費の一部補助を行います。

【実績等】
　平成26年度　大会エントリー数　1,702人（内 市内：332人 市外：1,370人）
  平成27年度　大会エントリー数　1,818人（内 市内：317人 市外：1,501人）
  平成28年度　大会エントリー数　1,677人（内 市内：349人 市外：1,328人）

2,990 2,990
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 04 0441 市民ホールに要する経費

款 項 目 事業

08 01 04 1030 基金積立金

0

【事業の目的】
　別府市コンベンション振興基金を積み増すことで、より長い期間、本市におけるコンベンシ
　ョンの振興のための事業への充当財源を確保することを目的とします。

【事業内容】
　別府市コンベンション振興基金条例第４条に基づき、当該基金を定期預金・債券等で運用し
　た収益部分について、当該基金に積み立てます。

【実績等】
　平成25年度　　 3,575,260円
  平成26年度 605,044円
　平成27年度 499,996円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

535 535

所管課

観光課

事業名称

212,205 56,700 35,068 120,437

【事業の目的】
　国際・国内間地域間の相互理解の増進並びに宿泊観光客の増加等による地域経済の活性化及
　び芸術文化の向上を目的とします。

【事業概要】
・コンベンション大会誘致助成事業　　30,000千円
ビーコンプラザの催事開催状況が好調であるため、引き続き、別府国際コンベンションセン
ター　B-Con Plazaにおけるコンベンション大会開催にかかる会場使用料を助成することに
より、国際会議や各種団体の全国・九州大会等の誘致し、コンベンションの振興と宿泊客の
増加を図ります。

・市民ホール管理運営事業　　        60,922千円
平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入しています。

・施設維持管理事業　　             111,516千円
市民ホール及び大分県との共用部分の施設・設備等について、維持補修を行います。

【実績等】
　平成25年度決算額　161,074,306円
  平成26年度決算額　141,292,338円
　平成27年度決算額　160,525,770円

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

8



 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 02 01 0442 志高湖・神楽女湖管理に要する経費

款 項 目 事業

08 02 01 0448 観光施設管理に要する経費

16,294

【事業の目的】
　別府市内の観光課所管施設の維持管理を行うことにより、観光客や市民が安全かつ快適に利
　用できる状況を維持することを目的とします。

【事業概要】
・観光課所管施設の維持管理業務を行います。
・主な管理施設は、湯けむり展望台、十文字原展望台、関の江海水浴場、ＪＲ別府駅前手湯モ
ニュメント、由布川峡谷、九州オルレ別府コースなどです。

【実施方法等】
　各施設の運営に係る消耗品の購入費や光熱水費、清掃業務委託料、維持補修工事費等を支出
　します。

【実績等】
　平成25年度決算額　　11,468,728円
  平成26年度決算額　　13,228,045円
　平成27年度決算額　　13,930,680円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

22,474 6,180

所管課

観光課

事業名称

9,978 9,978

【事業の目的】
　自然に親しむ憩いの場として、阿蘇くじゅう国立公園内に位置する志高湖野営場及び神楽女
  湖を奥別府観光の核として充実を図り、別府市の観光振興に結びつけることを目的としま
  す。

【事業内容】
・志高湖野営場・神楽女湖運営事業    9,178千円
志高湖野営場の管理運営については、指定管理者制度を活用し、引き続き運営します。
神楽女湖の運営については、観光課で行いますが、菖蒲畑及び花しょうぶの管理は公園緑地
課が担当しています。また、６月中旬頃には花しょうぶ観賞会を実施します。

・施設維持管理事業　                　800千円
自然災害や経年劣化等により、施設の復旧作業や補修工事等の必要性が生じた場合に補修工
事等の対応を行います。

【実績等】
  平成25年度　志高湖来場者数　156,532人、神楽女湖来場者数　44,484人
  平成26年度　志高湖来場者数　153,647人、神楽女湖来場者数　39,116人
　平成27年度　志高湖来場者数　190,352人、神楽女湖来場者数　31,613人

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 02 01 1093 地獄蒸し工房鉄輪管理運営に要する経費

【事業の目的】
　地獄蒸し工房鉄輪を鉄輪地域の観光拠点施設として運営することにより、鉄輪地区の地域活
　性化や別府市全体の観光振興につなげることを目的とします。

【事業概要】
　温泉蒸気を利用した料理方法の体験を通じ、市民相互又は市民と観光客等の交流促進を図り
　ながら、地獄蒸し工房鉄輪の管理・運営を行います。

【実施方法等】
　地獄蒸し工房鉄輪の管理運営については、平成２４年４月１日から平成２９年２月２８日ま
　では指定管理者制度を導入していましたが、３月１日からは市の直営となります。

【実績等】
　平成22年度　地獄蒸し釜使用人数　58,722人
　平成23年度　地獄蒸し釜使用人数　76,044人
　平成24年度　地獄蒸し釜使用人数　97,327人
  平成25年度　地獄蒸し釜使用人数　97,651人
  平成26年度　地獄蒸し釜使用人数 102,581人
　平成27年度　地獄蒸し釜使用人数 113,712人

62,284 58,515 3,769

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 01 1012 温泉事務に要する経費

款 項 目 事業

08 03 01 1013 市営温泉に要する経費

【事業概要】（主な市営温泉の管理経費） （単位：千円　人）
指定管理料 有料 無料 合計

110,031 19,271 129,302

58,045 175 58,220

122,453 75,078 197,531

33,663 32,123 65,786

70,148 37,514 107,662

31,745 28,413 60,158

2,000 30,483 2,427 32,910

73,081 44,989 118,070

79,929 38,472 118,401

20,667 116,540 82,821 199,361

32,700 38,430 5,247 43,677

65,215 1,335 66,550

110,131 59,738 169,869

177,133 939,894 427,603 1,367,497合計

28年7月末オープン

堀田温泉
北浜温泉

湯都ピア浜脇 45,009
多目的温泉
浜脇温泉

鉄輪むし湯

柴石温泉グループ 27,435
柴石温泉
浜田温泉
亀陽泉

90,946

-
竹瓦温泉
別府海浜砂湯

不老泉グループ 49,322

不老泉
田の湯温泉
海門寺温泉
永石温泉

【事業の目的】
  　市内17カ所の市営温泉を清潔で衛生的な公衆浴場として維持管理していきます。
　　各市営温泉は地域の特性を考慮しながら、市民や観光客のコミュニティの場として、
　地域に密着した施設を目指します。

施設・グループ 27年度入浴者数

竹瓦温泉グループ

192,745

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

101,799

【事業の目的】
　　別府市が行う市営温泉や給湯などに関する事業の事務を行います。
　　また、温泉の有効利用の研究や温泉の保護について調査研究を行います。

【事業概要】
　　市営温泉や市有区営温泉等への給湯のため、民間泉源から必要湯量を受湯します。

・温泉受湯料　12,453千円

　　鉄輪むし湯で使用する石菖を栽培します。
・栽培用地借上料及び栽培管理委託料　2,343千円

　　温泉リーフレット（市営温泉めぐり）を製作します。
・リーフレット製作委託料　400千円

　　温泉利用の情報収集等のため、大分県温泉調査研究会、日本温泉協会、国民保養温泉地
　　協議会等へ加入。総会及び研究会に出席し、温泉に関する情報収集等を行います。

・各協会負担金及び出席負担金 517千円

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

19,425 19,425
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 01 1014 温泉総合管理に要する経費

款 項 目 事業

08 03 01 1015 共同温泉に要する経費

【事業概要】

利息
無利子

◎補助金制度（予算額：2施設　1,100千円）
対　象：貸付を受けた市有区営温泉
限度額：1,000千円（貸付額が1,000千円以内の場合は貸付金と同額）

【実績等】 （単位：千円）

平成26年度 10施設 3,845 3,845
平成27年度 7施設 5,442 4,492

年度 施設数 貸付金 補助金
平成25年度 8施設 7,340 5,140

0

償還方法
市有区営温泉 工事費の50％以内

（限度額6,000千円）

6カ月据置、
15年以内の
元利均等

区有区営温泉 年1％
組合営温泉

【事業の目的】
  　地域に密着し、地域住民間の大切なコミュニティの場である共同温泉を支援するため、
  施設改修や泉源掘削等の費用に対する貸付金や補助金を交付し、施設改善や環境の整備を
　促進します。

◎貸付金制度（予算額：2施設　1,100千円）
区　分 貸　付　金

2,200 2,200

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
 　　別府市の行っている市営温泉や市有区営温泉等への給湯のための泉源等施設設備と、
　 これらを結ぶ中央監視室の維持管理を行い、安定的な温泉の供給に努めます。

【事業概要】
　　市有１６泉源施設の電気料や直営温泉施設の電気・水道料等を支払います。

・泉源施設等光熱水費　　　　　29,929千円
　　市庁舎と各泉源施設を結ぶ中央監視システムの保守点検業務を行います。

・温泉中央監視装置保守点検等委託料　 3,731千円

【実績等】
　　湯管等総延長　　約46㎞
　　給湯箇所 81施設
　　給湯量（1日）　 4,482キロリットル

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

34,640 34,640
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 02 1016 温泉維持補修に要する経費

款 項 目 事業

08 03 02 1017 温泉総合整備に要する経費

【事業の目的】
　　別府市が所有する市内給湯管の計画的な布設替えや中央監視システムの再整備を行い、
　安定的な温泉の供給に努めます。

【事業概要】（今後の整備計画）
　　平成29年度は、堀田泉源計装機器及び盤の更新を行います。

・温泉中央監視装置等更新委託料　26,136千円
（動力制御盤、ポンプ制御盤、超音波流量計、計装盤、遠隔監視機能追加等）

一般財源

26,136 26,136

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他

所管課

【事業の目的】
   市営温泉の設備改善や市有泉源及び給湯管の維持補修を行い、安全・安心に利用できる
　温泉施設の提供と温泉給湯の安定供給に努めます。

【事業概要】
　　市有泉源のスケール抑制装置の保守点検を行います。（8泉源）

・スケール抑制装置保守点検委託料   42,395千円
　　市有泉源孔内・貯湯タンク・給湯管のスケール除去を行います。

・給湯管スケール除去等委託料　　　　6,199千円
　　朝見水源砂ろ過機の更新を行います。（2台目）

・朝見水源砂ろ過機更新等委託料　　　9,450千円
　　北浜温泉の冷暖房設備を年次計画で補修します。（2年目）

・北浜温泉冷暖房設備更新工事　　  　7,300千円
　　その他、各温泉施設・泉源・給湯設備の維持補修を行います。

・維持補修工事費　　　　　　　　　 28,397千円

【実績等】
　　平成25年度　  84,355千円
　　平成26年度　 116,299千円
　　平成27年度　　98,910千円

事業名称

104,540 104,540

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 02 1286 新エネルギー導入に要する経費

【事業の目的】
　　市有鉄輪泉源の余剰熱源を活用し、おんせん電源ステーションを整備します。

【事業概要】
　　平成28年度に実施する対話型市場調査を通じて、電源ステーション整備の情報を集約した
　　ものをもとに、平成29年度は市有泉源の余剰熱源の利活用及び災害時の非常用電源確保を
　　目的とした「おんせん電源ステーション」整備の公募状況等作成委託業務を行います。

・公募条件等作成委託業務　2,558千円

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,558 2,558
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 0151 姉妹都市交流に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 0152 国際交流に要する経費

【事業の目的】
  国際観光都市にふさわしい都市づくりを促進します。

【事業概要】
  国際交流事業 6,266千円
  国際交流都市提携をしている都市との交流や関係団体を通じて国際交流を行います。
　姉妹都市バース市と別府市の高校生のラグビーや新体操などスポーツ交流を実施し青少年
　のグローバル化と国際交流を推進します。

　海外留学奨励金事業 300千円
  今後より一層の国際化を推進することを目的とし、諸外国に留学し、積極的に勉学に励み、
  留学先における交流を促進する市民に対し、奨励金の交付を行います。

予算額

445

地方債

事業名称 所管課

6,566 6,566

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  姉妹都市・友好都市との文化・経済・スポーツ等幅広い分野にわたる交流の促進を図りま
  す。

【事業概要】
  姉妹都市・友好都市との交流事業 445千円
  姉妹都市、友好都市提携をしている都市との交流事業を行います。

【対象都市】
  熱海市との間の姉妹都市提携、木浦市との姉妹都市提携（韓国）
  ボーモント市との姉妹都市提携（米国）
  烟台市との友好都市提携（中華人民共和国）
ロトルア市との姉妹都市提携（ニュージーランド国）、バース市との姉妹都市提携（英国）

所管課

文化国際課

事業名称

その他 一般財源

445

国県支出金
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 0840 外国人留学生に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 1152 多文化共生に要する経費

【事業の目的】
  国際理解教室や市民との交流等多文化共生に関する事業を開催することにより、日本人
　住民と外国人住民の相互理解を深め、地域の活性化や住みよいまちづくりの実現を目的
　とします。

【事業概要】
  多文化共生推進事業 10,530千円
  多文化共生事業を（一社）別府インターナショナルプラザに運営委託し、市民の語学教室
　の充実や外国人の日本語教室の充実を図る「コミュニケーション支援事業」やキーパーソン
　の育成、市民と外国人の交流を促進する「多文化共生の地域づくり事業」を実施します。

　国際理解教室事業 1,050千円
  別府市内の小・中学校へ外国人留学生を派遣し、国籍や文化の違いを越えて相互理解を深
  め、国際力豊かな人材を育成します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,580 11,580

【事業の目的】
  地域活動に積極的な外国人留学生の活動を支援することにより、地域の活性化や、留学生
　と地域社会とのつながり、持続可能な外国人留学生ネットワークの構築を目的とします。

【事業概要】
  外国人留学生地域活動等助成金交付事業 2,500千円
  外国人留学生の独自性、地域性に基づいた市民との交流活動等や別府市の国際化へ向けた活
  動など幅広い提案型地域活動を支援するために助成金を交付します。

【対象者】
　市内大学に在学する３人以上の団体のうち、２分の１が外国人留学生であることが対象と
　なります。

【実施方法等】
　市内大学へ募集し、外国人留学生から応募のあった事業に対し、上限20万円の助成金を交
　付します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,645 2,645
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 1208 外国人受入体制整備に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 1288 おおいたＡＳＥＡＮ交流促進に要する経費

【事業の目的】
  日本語パートナーズ事業に係る研修拠点の設置を円滑に進めるため、大分県・別府市及び
　地元経済界等が国際交流基金やＡＰＵと連携し、大分県ならではの効果的な事業を推進し
　ます。
　このような取組を通じて、研修移転の効果を最大化するとともに、ＡＳＥＡＮとの交流を
　推進します。

【事業概要】
  ＡＳＥＡＮとの交流機運の醸成に向けたシンポジウム、留学生等を活用した語学支援、
　国際交流団体等と連携したホームビジットの実施、日本文化体験、教育・観光・商工業の
　施設見学、その他ＡＳＥＡＮとの交流に関する事業を推進します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,878 781 2,097

【事業の目的】
  行政サービスを行う窓口をワンストップ化することで相談しやすい、手続きしやすい市の
　体制を整え、外国人にとっても住みやすいまちづくりを目指します。

【事業概要】
  文化国際課に外国人専用窓口を開設し、各種行政サービスにおいて担当課の通訳をしながら
　手続きを補助します。また、生活相談や主に窓口で対応する職員向けに、手続き上必要な英
　語を身につけてもらうための語学教室を開講します。

【対象者】
　市内在住外国人、市役所職員

【実施方法等】
　水曜日と金曜日の週２回、文化国際課に外国人相談窓口を開設します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

601 601
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

11 05 04 0942 文化振興に要する経費

【事業の目的】
  市民文化の向上・振興を図り、広く市民の芸術文化に対する意識の高揚を図ります。

【事業概要】
  別府湯けむり文学事業 156千円
  毎年「別府」を題材とした短歌、俳句、川柳の作品を募集し、年度末に優秀作の表彰を行い
  ます。

  別府市美術展開催事業 315千円
  市民の芸術文化の向上を図るため別府市美術展開催事業費の一部を補助します。

  別府市民フィルハーモニア管弦楽団事業 1,500千円
  管弦楽を通じて音楽文化の普及向上と市民の芸術文化の向上を図るため、別府市民フィルハ
モニア管弦楽団事業費の一部を補助します。

  別府アルゲリッチ音楽祭 22,400千円
  本市の芸術文化の振興を図るため、別府アルゲリッチ音楽祭の運営費の一部を負担します。

  文化活動育成事業 1,100千円
  本市の文化活動の活性化を図り、文化の薫るまちづくりのために、市内で活動する文化団体
  に対し活動の支援をします。

  別府現代芸術フェスティバル開催支援事業 20,000千円
  現代芸術アートを通して情報発信事業や芸術振興事業、定住促進事業を実施します。また、
　市民文化祭「別府アートマンス」を開催し、芸術文化をとおした観光客誘致を図ります。

　音泉タウン音楽会事業　1,800千円
　市民が音楽に触れあうことができるまちづくりを目指し、吹奏楽連盟による駅なか音楽会
  や、まちなかで行う音泉タウン音楽会を年間に４回開催します。

　国民文化祭別府市実行委員会設立・運営事業　1,000千円
　第３３回国民文化祭・おおいた2018、第１８回全国障害者芸術・文化祭において別府市の
　主催事業の企画、準備及び実施をするために実行委員会を設置します。

48,271 48,271

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

11 06 01 1246

【事業の目的】
ラグビーワールドカップ２０１９及び２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会
のキャンプ誘致が実現することで、別府の価値を高め、スポーツ観光やインバウンドの増加
による地域活性化及びスポーツ文化の向上に寄与することを目的とします。

【事業概要】
  姉妹都市ＮＺロトルア市でのラグビーキャンプ誘致活動・観光誘致事業　2,918千円
　ＮＺロトルア市で開催される「ブリティッシュ＆アイリッシュ・ライオンズ」対「マオリ
オールブラックス」の試合に合わせ、現地でラグビーワールドカップ２０１９、東京
２０２０のキャンプ誘致活動を行うとともに、観光客誘致を図ります。

　別府市国際スポーツキャンプ誘致委員会負担金　5,373千円
　官民が連携し、大会の機運醸成やキャンプ誘致の実現に向け、誘致活動を行います。

ラグビーワールドカップ２０１９大分県推進委員会負担金　4,661千円
大分県、大分市と連携し、大会の成功に向け、子ども達がラグビーボールに触れる機会の
創出など、ラグビーの普及や大会期間中の観光客のおもてなしに関する事業を推進します。

13,232 13,232

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

国際スポーツ大会事前キャンプ等の誘致に関する経費
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 07 1269

款 項 目 事業

02 01 07 1276

［事業の目的］
別府市に稼ぐ力のスパイラルアップを目指し、従来とは異なる視点や創造性を有する人材との
コラボレーションを通じて、地域の課題の解決や付加価値の向上、新規市場の開拓など、関連
事業を推進し、さらなる別府市の進化を図ることを目的とする。

[事業概要]
別府市産業連携・協働プラットホーム（Ｂ－ｂｉｚ　ＬＩＮＫ）を設けるために、当市のひ
と・もの・しごとの付加価値向上に向けて、市内外の様々な人材、業者等がかかわり、連携・
協働することで「稼ぐ力」強化を図ることを目的とした「別府市産業連携イノベーションネッ
トワーク」の負担金。

 [実績]
・平成２８年９月２６日発足
・大学、金融機関など２３人の委員で構成
・産業連携・協働プラットホーム（Ｂ－ｂｉｚ　ＬＩＮＫ）の立ち上げに向けた検討会議を
９月から１月までに５回開催

・平成２９年１月１９日に提言書を市長へ手渡す。

ＤＭＯ準備室

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

684 684

［事業の目的］
起業家の育成や創業を支援する「場」の整備や日本を代表するセレクトショップである株式会
社ビームスと連携し、新たな「ひと・もの・しごと」づくりを支援し、「稼ぐ力」を新たに生
み出し、強化を図ります。

[事業概要]
■稼ぐ力強化に向けた新たな「ものづくり」「しごとづくり」の支援
「もの」・・・プロデュース支援、商品開発、助言等に関する委託費
「しごと」・・・勉強会、ワークショップ、経営人材教育活動の運営費、生産性向上モデル
ケース実施に関する委託費
■新たなターゲット層の来訪者の開拓に関する経費
パンフレット、ガイドブック等制作費、施設に関する広告費

［対象者］
起業、創業、ものづくり、新規事業を考え、思い、目指す事業者の卵や既存の事業者及び学生

［実績等]
新宿・ビームスジャパンにて、「BEAMS EYE on BEPPU」として、別府市とビームスとBEPPU
PROJECTのコラボレーションを１１月から１ヶ月開催。
来場者数1,600名超

事業名称 所管課

地域の稼ぐ力創出に要する経費

30,000 15,000 15,000

事業名称 所管課

ＤＭＯ準備室

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

４『Ｂ』i地域産業イノベーション推進に要する経費
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 07 1293

款 項 目 事業

08 01 01 1266

事業名称 所管課

ＤＭＯ準備室

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

Ｂ－ｂｉｚＬＩＮＫに要する経費

［事業の目的］
　産業連携・協働プラットフォームを設立し、企業・大学・行政・地域が連携・協働し、別府
一丸となって各種産業の起業支援や人材育成など”Ｂｅｐｐｕ”の活性化に取り組みます。

 [事業概要]

・Ｂ－ｂｉｚＬＩＮＫ等運営費負担金　　23,280千円
運営に係る経費に対する負担金

・産業連携起業支援等委託料　　9,720千円
新しい産業や雇用機会を創出に向けた起業、創業の支援
マーケティング調査費など

事業名称 所管課

ＤＭＯに要する経費

33,000 33,000

［事業の目的］
観光筋力の強化と推進体制の整備のため、地域の活性化と稼ぐ力を引き出すとともに、地域の
誇りと愛着を醸成する観光経営の支店に立った、観光地づくりの舵取り役となり、様々な機
関。団体と協働しながら戦略を策定し、着実に実施するための調整機能を備えた法人を立ち上
げる推進機関

〔事業概要〕
別府版ＤＭＯを推進するための事務経費

・消耗品費　　７１千円
・通信運搬費　１４千円

ＤＭＯ準備室

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

85 85
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 1274

［事業の目的］
「新たな観光資源の開発と進化」における「受入環境の強化」を実現し、観光産業の生産性を
向上され、「ひと」「しごと」の好循環を生み出すことを目的としています。
主にＩＣＴを活用し売上の向上（観光客の増加、客単価の増加）とコストの削減です。

 [事業概要]
訪日外国人旅行者の受入観光整備や観光産業の生産性向上を図るため、地方創生推進交付金を
活用して、観光のICT化を推進していきます。

［対象者］
外国人を含む旅行者の受入施設等

［実施方法等］
H28年度に実施された、生産性向上に資するICTの機能イメージ等の現状調査・分析の結果を元
に、行政として取り組みを精査し、将来につながるものを実施します。
・タブレット・スマホアプリ・多言語勉強ツール等の開発　【１８，０００千円】
・その他ＩＴ環境の構想　【５，０００千円】
・試行店の環境整備　【８，０００千円】
・全体管理　【３，０００千円】
・オペレーターの人件費　【５，０００千円】
・その他（業務省力化、事業者の価格・付加価値の支援など）

 [実績]
市内の選定した１５施設の旅館・ホテルへの「生産性向上に資するICTの機能イメージ等の現
状調査・分析」及び宿泊事業者を交えた意見交換会の実施。

事業名称 所管課

ICT等を活用した観光産業生産性向上に要する経費 ＤＭＯ準備室

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

39,000 19,500 19,500
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